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 論文審査の結果の要旨
 寺崎治提出の学位論文は,Au-Mg,Au-MnおよびAa-Zn系合金の規則構造のうち主と
 して二次元反位相構造(24-APS)に見い出される整合(commensurate)と非整合(incommen-
 surate)構造における原子配列を開らかにすることを目的とし,電子回折図形および高分解能電
 子顕微鏡像の解析を中心に述べたものである。論文は5章から成り,その内容は次のように要
 約される。
 第1章ではこれまでの24-APSの構造に関する研究の歴史的経過と本論文で明らかにされ
 るべき問題点を述べ,第2章では,1000kV電子顕微鏡を用いて基本格子を分解しない条件下で
 得た高分解能電子顕微鏡像(EM像)において,無inorityatom位置が試料の厚さによって白あ
 るいは黒の斑点として観瀾されることを述べている。高分解能像を得るための試料の条件とし
 て,薄くかつ観察中に湾曲しないことが求められるが,その試料作製の方法が記述してある。
 第3章では,Au-Mg合金の規則構造についての結果を述べ,新たに見い出された二つの整合
 構造X相(Au3。Mg8)とM芦2.5,M3二2の24-Cu3Pd型(Au64Mg16)の結晶構造を解析した。
 いずれも2x2のMg原子列を含むdomainが,第i種および第2種の反位相境界(APB)を持
 つ24-APSである。さらに,これらに2×3のdomainが混入することによって非整合構造を
 生み出し,組成の調整を行なっていることを明らかにした。第4章ではAu-Mn合金の規則構
 造について述べ,新しく晃い出した2ゴーAPS(1)の整合および非整合規則構造を明らかにし
 た。その構造はDO22型構造を基にして4×3個のMn原子列からなる平行四辺形あるいは
 4×4または3×3個のMn原子列を含む菱形のdomai簸が{420/。に平行なz圭gzag状の
 APBをもち規則的に配列したものである。また,24-Au3Mn型構造がM、竺1,M〆2.5をとっ
 て安定相として存在することを明らかにした。さらに,Mn濃度の増加にともないAu、MR→
 Au22Mn6→A毯31Mng→24-APS(1)→24-Au3MRの順序で規則構造が出現すること,および
 互いの構造上の関係を明らかにし,それらの規則構造の安定性を対相互作用の立場から論じた。
 第5章では24-Cu3Pd型構造をとるAu-Zn合金の葬整合構造について述べている。
 17.2～18.3原子%Zn合金ではM汗3,M3=2.5の2種類の整合構造A,Bが[100],[001]方向
 にそれぞれR1ニ(6%一1)α/2とR3二(5彫心1)0/2の特別な距離で配列した“domai簸'構造であ
 ること,およびAPBの平均周期はそれぞれ,M1=R1/%とM3ニR3/勉。で与えられることを
 明らかにした。%,形は整数である。また,この“domalバ構造の存在がAおよびBの整合構造
 に対する結晶構造因子と互いの距離R1,R3を考慮することにより矛盾なく説明できることを
 論じた。さらに,18.9原子%Znではこの相がAu3Zn(H)と共存し,もはやこの組成ではR3が
 小さくなりすぎて“domain"構造をとらないことを明らかにした。
 以上の結果は,従来X線回折,電子回折などの方法によって解明できなかった非整合二次元
 反位相構造などの原子配列をはじめて直接観測した興味あるもので,合金の規則構造,なかで
 も非整合構造の原子配列を理解する上で重要な知見を与えるものであり,提出者が自立して研
 一292一
 究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有していると判断できる。よって寺崎治提出
 の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
 一293一
